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　視覚障がいに特化したＩＣＴ機器の活
用やキャリア教育など専門性の高さを感
じたが、児童生徒・保護者だけでなく、
一般の方々へ発信・アピールしていくこ
とも重要である。

　２学期からの試みとして、ＩＣ
Ｔ教室を始めた。本事業は、本校
への入学の有無に関わらず、視覚
に障がいがあり、パソコンやス
マートフォンの操作に困っている
方を対象に来校またはオンライン
で相談に応じている。本校の専門
性を発揮できる機会でもあるた
め、来年度以降も継続して実施で
きるよう検討中である。

　教育相談の充実について
　学校内部相談についての学校自己評価
アンケートの結果が、児童生徒及び保護
者対象で低下している。学校生活の中で
困ったときに相談できる先生がいること
が重要である。

　全教職員がカウンセリングマイ
ンドを持って児童生徒の相談に臨
み、いつでもどこでも話しやすい
環境を整える。

　保護者との連携について
 ＩＣＴ機器の活用などについて、専門性
の高い指導が行われていると実感してい
る。しかし、それら取組を保護者が知ら
なかったり、機器の購入費用を自治体に
申請する方法が分からなかったりする場
合があり、保護者への周知に課題があ
る。

　ＩＣＴ機器の活用に関する指導
は自立活動の時間を中心に行われ
ている。授業担当者と担任との連
携を密にし、取組内容を保護者と
共有したい。また、機器購入の際
の補助申請方法についても相談体
制を整えていきたい。

　専門性の周知・啓発について
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（４） 　教員間の連携について
　教師間の連携については改善が認めら
れるものの継続した課題となっている。
連携を推進していく上での課題を検討す
る必要がある。

　各学部を越えた行事や組織を形
成し、チームで取り組めるよう連
携・協力を進める。また、研修や
相談等にも部や課を越えかつ複数
で対応させることにより、自然な
協力が行われるようにする。


